
【確認書様式例の記載方法について】 

各所有者別に、通知「薬生衛発 0131 第 1 号建築物環境衛生管理技術者の選任に

関する質疑応答集（Ｑ＆Ａ）について（別紙２）」（確認書様式例）の記入例を作

成しました。下記の説明と一緒にご確認ください。 

 

・パターン①：２つの建物の所有者が異なる場合 

各所有者（所有者Ａ、所有者Ｂ）が１枚ずつ確認書を作成する。 

 

 

 

所有者Ａが作成する確認書の記載事項（別紙様式例パターン①所有者Ａを参照） 

・ １に管理技術者Ａの情報を記入 

・ ２①に特定建築物Ａの情報を記入 

・ ３（２）特定建築物Ｂの情報を記入 

・ ４特定建築物Ａの所有者と維持管理権原者が同一の場合は「無」に〇。異な

る場合は「有」に〇をし、下の欄を記入 

 

所有者Ｂが作成する確認書の記載事項（別紙様式例パターン①所有者Ｂを参照） 

・ １に管理技術者Ａの情報を記入 

・ ２①に特定建築物Ｂの情報を記入 

・ ３（１）特定建築物Ａの情報を記入 

・ ４特定建築物Ｂの所有者と維持管理権原者が同一の場合は「無」に〇。異な

る場合は「有」に〇をし、下の欄を記入 

 

保管すべき書類 

① 作成した確認書 

② 相手の所有者が作成した確認書の写し 

③ 相手より提供を受けた特定建築物の情報（住所・用途・構造設備・延床面積

など）、管理技術者として従事するのに必要な従事時間の資料 

④ 所有者とは別に維持管理権原者がいる場合は、維持管理権原者からの意見書 

 



・パターン②：２つの建物の所有者が同じ場合 

同一所有者（所有者Ｃ）が 1 枚作成する。 

 

 

 

所有者Ｃが作成する確認書の記載事項（別紙様式例パターン②所有者Ｃを参照） 

・ １に管理技術者Ｃの情報を記入 

・ ２①②に特定建築物Ｃと特定建築物 D の情報を記入 

・ ４所有者と維持管理権原者がすべて同一の場合は「無」に〇。異なる場合は

「有」に〇をし、下の欄を記入 

 

保管すべき書類 

① 作成した確認書 

② 所有者とは別に維持管理権原者がいる場合は、維持管理権原者からの意見書 

 

 

 


